


























































































































































































































































































































































































② 概念を活用する過程 価値認識　意思決定 社会をつくる討論
図３　単元における討論の位置づけ 9）
①の概念を習得する過程では，観光地となる原因と観光地が与える影響について考
えさせ，討論を通して「観光地」の概念を形成している。さらに，上勝町や南知多町
日間賀島を事例として，「観光地」の概念を深めている。次の②の概念を活用する過
程では，「観光地」の概念を活用し，観光資源を生かしたまちづくりの方法を考えさ
せている。
以上が「地域活性化を目指すまちづくり学習」の授業開発の視点である。これらを
もとに，「社会形成力」の育成を意図する際に求められる三つの視点に対応できてい
るかを考察する。
一つ目の「子どもたちの知的好奇心に応える」ことであるが，本授業モデルでは自
分たちが住む町がなぜ観光地ではないのか考えさせた上で，どうすれば観光がさかん
な町になるのか考えさせている。子どもたちの住む町は身近な教材であり具体的な事
象である。子どもたちは関心をもって，自分たちの住む町を観光地にする方法を真剣
に考えることができる。この点で知的好奇心に応える授業になっていると考えられる。
二つ目の「生涯にわたって役立つものを形成する」ことであるが，「観光地」の概
 9）古市和臣「社会形成力を育成する小学校社会科討論授業の開発―地域活性化を目指すまち
づくり学習を事例として―」2008　日本社会科教育学会第 58 回全国研究大会資料
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念を習得する過程で，上勝町や南知多町日間賀島を事例としてあげている。ここでは
事例紹介にとどまらず，観光地に人が集まる理由を考えさせ観光地となる条件を導い
ている。このようにして，社会的事象に関する多くの推論を可能にする転移性の大き
い知識体系を形成することができていると考えられる。
三つ目の「子どもの可能性を閉ざさない」ことは，行動の決断の要因となる社会的
事象の見方・考え方を発展させていくということである。この授業では討論を中心に
進められている。討論の方法を学び，異質な意見を対立・衝突させることによって思
考を深め，それをより高次の概念や認識へと発展させることができていると考えられ
る。
以上のような条件を整えつつ，本授業は子どもたちのアイデアを実際の「まちづく
り」に生かそうとしている。このように，本授業は「社会の構造から自らの生き方を
考えさせる授業」となっており，「社会形成力」が育成される授業であると判断でき
る。
８．おわりにかえて
本論文では，現在の社会状況を分析するとともに，キャリア教育との関連で社会科
教育をとらえた。そして，新しいものを創り出し，よりよい社会の形成に向けて主体
性をもって，社会に積極的に参加・参画し，課題を解決していく力を「社会形成力」
と呼び，「社会形成力」の育成を意図した社会科授業について考察を図ってきた。
これからの社会科授業実践は，「理解型」の問題解決的な学習から「活用型」「参画
型」の問題解決的な学習に転換していく必要がある。その際には，キャリア教育の視
点や「社会形成力」を育成する視点をもって授業を構築していくことが求められる。
社会的事象や問題を知り，わかるだけでは，新しいものを創り出し，よりよい社会の
形成に向けて主体性をもって，社会に積極的に参加・参画し，課題を解決していくこ
とはできない。社会的事象の背景をよく考え，自身の意見や考えを持ち，表現しなが
ら社会への参加・参画のあり方を考える事が求められるのである。
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